
4広報 神石高原４月号5 広報 神石高原４月号

 「教養のまち－神石高原町」を宣言
　

読
書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨

き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か

な
も
の
に
し
、
よ
り
深
く
生
き
て
い
く

力
を
身
に
付
け
て
い
く
う
え
で
大
切
な

も
の
で
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
読
書
は

教
養
を
身
に
付
け
て
い
く
そ
の
も
の
で

す
。

　

町
で
は
、
本
年
度
か
ら
読
書
に
よ
る

「
教
養
の
ま
ち―

神
石
高
原
町
」
を
宣

言
し
、
全
て
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
読

書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
読
書
を
通

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、

夢
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
の
読
書
週
間

（
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
）、
読
書
週

間
（
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
）
の
ほ

か
、８
月
を
「
神
石
高
原
町
読
書
月
間
」

と
し
て
独
自
に
定
め
、
全
町
的
に
読
書

運
動
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
読
書
推
進
計

画
の
策
定
」
や
啓
発
活
動
な
ど
も
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
推
進
し
ま

す
。 ８

月
を
町
の
読
書
月
間

子
ど
も
読
書
推
進
計
画

の
策
定
も

読
書
を
通
し
て

み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
。
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真
新
し
い
認
定
コ
ー
ス
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
認
定
コ
ー

ス
と
な
っ
た
仙
養
ヶ
原
ふ
れ
あ
い
の
里
で
三
月

二
十
三
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
六
百
余
名

が
賑
や
か
に
プ
レ
ー
。
選
手
た
ち
は
、
協
会
関
係

者
が
「
自
然
の
起
伏
に
富
み
面
白
い
」
と
絶
賛
す

る
認
定
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
仙
養
ヶ

原
ふ
れ
あ
い
の
里
の
山
元
支

配
人
は
「
地
元
の
愛
好
家
に

も
利
用
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
都
市
部
と
の
交
流
も
図

り
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て

い
ま
す
。

　

三
月
十
八
日
、
第
一
回
神
石
高
原
町
地
域

公
共
交
通
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
、
町
・
住
民
・
バ
ス
事
業
者
・

タ
ク
シ
ー
事
業
者
・
広
島
県
・
中
国
運
輸
局

な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
名
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
町
の
公
共
交
通
体
系
を
よ
り
効
果
的

な
も
の
に
改
善
す
る
た
め
「
公
平
性
・
効
率

性
・
利
便
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
や
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
、路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
を
含
め
た
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

四
月
三
日
、
子
ど
も
筝
ク
ラ
ブ
（
高
蓋
）
の
児
童

た
ち
が
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
星
降
る
高
原
（
小
畠
）
を
訪

れ
、
筝
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
曲
は
、「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
や
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
な
ど
六
曲
。
ア

ン
コ
ー
ル
の
声
に
も
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

演
奏
後
に
は
、
地
元
の
お
茶
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、

抹
茶
と
お
菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
、
耳
に
も
、
口
に
も

楽
し
い
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

入
居
者
の
お
年
寄
り
は
、「
毎

年
来
て
も
ら
っ
て
い
て
、
こ
れ
を

聴
く
と
春
が
来
た
な
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

星
降
る
高
原
に
響
く
、

 

春
を
告
げ
る
筝
の
音

福
枡
川
で
大
物
釣
れ
る
!!

　

第
五
回
福
枡
川
マ
ス
釣
り
大
会
が
四
月
六
日
、
草
木
地

域
の
福
枡
川
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
お
よ
そ

三
百
人
の
参
加
者
が
、
や
わ
ら
か
な
春
の
日
差
し
を
浴
び

な
が
ら
マ
ス
や
ア
マ
ゴ
を
次
々
に
釣
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。
中
に
は
一
・
五
キ
ロ
も
あ
る
大
き
な
マ
ス
を
釣
り
上

げ
た
小
学
生
も
お
り
、
大
会
実
行
委
員
会
代
表
の
岡
﨑
武

志
さ
ん
（
草
木
）
は
、「
川
掃
除
な
ど
も
大
変
だ
が
、
都

市
と
農
村
と
の
交
流
も
図
れ
た
」
と
満
足
げ
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
近
く
の

福
寿
草
の
里
で
は
、
一

面
に
咲
い
た
黄
色
の
福

寿
草
や
水
仙
が
、
訪
れ

た
観
光
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。




